
（別紙３）

～ 2025年　12月　29日

（対象者数） 12名 （回答者数） 9名

～ 2025年　12月　29日

（対象者数） 7名 （回答者数） 6名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・個別支援計画・アセスメント・日々の療育記録をより強く紐づけ

ることで、適切な目標設定と質の高い療育を提供していく

・5領域を意識した支援目標設定について、事業所内での検討を深

め、総合的な支援方法を検討していく

・実際の利用者事例を用いたケース検討会や支援者交流の機会を増

やしていく

2

・お子様の「安心できた関わり」「自己決定ができた場面」を言語

化し、支援記録やMTGで共有する仕組みを整える

・具体的な事例をもとに、関わり方や声かけを振り返るケース検討

の機会を増やす

・定期的に保護者様への家族支援を実施し、現状のお子様の状態と

保護者様が抱えている不安や悩みを傾聴していく

3

・第三者による外部評価は実施していないが、第三者的な視点を業

務改善に活かすようにする

・地域資源との連携体制を強化し、緊急時にも対応できる仕組みを

整える。その為に、県や各自治体、医療、教育機関との関係づくり

を進めていく

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・管理会社と継続的に協議を行い、空調設備等の導入を検討する

・設備導入が難しい場合も、サーキュレーターや時間帯調整など代

替策を講じる

・お子様の特性や体調面を踏まえ、利用時間や部屋の使い分けを工

夫する

2

・関係機関との連携について、優先順位を整理し計画的に機会を設

定する

・必要に応じてオンライン会議なども活用し、参加しやすい形を検

討する

・第三者評価について情報収集を行い、事業所に合った方法を検討

していく

3

・定期的な全体MTGの実施を継続し、確実に情報共有・振り返りの

場を設ける。また、支援直後に共有できない場合でも、翌日のMTG

や社内ツールで補完する運用を徹底する

・業務の簡略化や効率化を図り、支援に直接的に影響する打ち合わ

せの時間を確保できるようにしていく

個別療育を主とした、お子様一人一人に合わせた支援内容の提

供と環境の工夫

・活動中に注意が逸れないよう、掲示物を最小限にし、必要な物の

みを整理して配置。また、指導訓練室から離れた場所にクールダウ

ンスペースを設置し、刺激を遮断できる環境を確保

・お子様の発達段階や特性を丁寧に確認し、「当事者視点」での療

育を提供する。また、保護者様や相談支援員の方からの情報をもと

に、多角的にお子様の状態を把握している

お子様の安心感と主体性を大切にした支援姿勢が事業所全体で

共有されていること

・お子様の行動や反応を丁寧に観察し、無理のない選択肢を提示す

る関わりを心掛けている

・活動の進め方や切り替えの際には、視覚的な情報や分かりやすい

言葉を用い、安心して理解できるよう配慮している

・クールダウンが必要な場面では、刺激を遮断できる個室を活用

し、気持ちを立て直す時間を確保している

職員間の情報共有とチーム支援体制 ・定期的な事業所内でのMTGや会議の場で、全職員の意見を汲み取

りながら話し合いによる意思決定を行っている

・本部が主体となり、整備が必要な法定研修や委員会などを実施

し、有事の際への備えをしている

・委員会活動を通じて、虐待防止・安全管理・研修体制を委員会の

組織編成を軸にして整えている

業務量や時間的制約により、振り返りや検討の時間が十分に確

保しづらいこと

・個別療育を中心とした運営のため、時間帯による受け入れ人数に

は制限がある。また、平日の夕方以降の時間帯などご希望が集中す

る時間帯もある

・研修や会議の時間を確保したくても、支援優先となり調整が難し

い場合がある

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

物理的環境面の制約 ・賃貸物件であるため、空調設備の増設など環境改善に制限があ

る。また、管理会社との協議が必要となり、即時対応が難しい場合

がある

・個室は確保しているものの、季節による快適性の差が生じやす

い。お子様によっては、過ごしにくさを感じる可能性がある

外部連携の機会が限定的 ・日常業務や個別療育を優先する中で、外部との調整に十分な時間

を割きにくい。また、サービス担当者会議や関係機関との会議日程

が合いにくい現状がある

・地域資源について、まだ現状把握している場所が少なく、必要に

応じた連携体制が取れない現状がある

2025年　11月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026年　1月　14日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 こどもサポート教室「きらり」下野校

○保護者評価実施期間
2025年　11月　1日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表



（別紙４）

こどもサポート教室「きらり」下野校
公表日 　   2026 年 　  2 月    14 日

利用児童数 １２名 回収数 9名

チェック項目 はい
どちらとも

いえない
いいえ わからない ご意見

1 こどもの活動等のスペースが十分に確保されていると思いますか。

8 1

・少し狭い気がします

・仕切りがあり、集中しやすいスペースが確保さ

れていると思います

2 職員の配置数は適切であると思いますか。

9

・指導してくださる先生の他に見守りの先生もい

るので安心できます

3

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっていると思い

ますか。また、事業所の設備等は、障害特性に応じて、バリアフリー化や

情報伝達等への配慮が適切になされていると思いますか。 8 1

・なっていると思います。壁に向かって座るよう

になっているのが集中できていいと思いました

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっていると思いますか。

また、こども達の活動に合わせた空間となっていると思いますか。
9

・いつも清潔なイメージです。子どもが学習する

のにちょうどいい空間だと思います

5
こどものことを十分に理解し、こどもの特性等に応じた専門性のある支援

が受けられていると思いますか。 
8 1

・好きなものに関連付けて、プリント等を用意してくださり、うれ

しい

・なかなか集中力が続かず多動ですが、きらりさんでは子どもが飽

きないようなプログラムを組んで頂けて長く座っていられて学習で

きていて有難いです

6
事業所が公表している支援プログラムは、事業所の提供する支援内容と

合っていると思いますか 。
9

7

こどものことを十分理解し、こどもと保護者のニーズや課題が客観的に分

析された上で、児童発達支援計画（個別支援計画）が作成されていると思

いますか。 9

・本人がこれから必要になってくるであろうこと

が目標になっており、そこを補う活動がされてい

る

8

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提

供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援 」で示す支

援内容からこどもの支援に必要な項目が適切に選択され、その上で、具体

的な支援内容が設定されていると思いますか。
9

9 児童発達支援計画に沿った支援が行われていると思いますか。

9

10
事業所の活動プログラムが固定化されないよう工夫されていると思います

か。
9

・毎回違う活動なので子どもも楽しそうです

・おもちゃなどの配置をその時の子どもの様子で

変えてくれる

11
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、その他地域で他のこどもと

活動する機会がありますか。
5 1 3

少人数で見守りありで他のお子さんと活動ができ

て楽しそうでした

12
事業所を利用する際に、運営規程、支援プログラム、利用者負担等につい

て丁寧な説明がありましたか。
9

説明は紙を見ながらしていただけたので分かりや

すかったです

13 「児童発達支援計画」を示しながら、支援内容の説明がなされましたか。

9

14

事業所では、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニン

グ等)や家族等も参加できる研修会や情報提供の機会等が行われています

か。 5 2 2

研修会はありませんでした

15
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの健康や発達の状況に

ついて共通理解ができていると思いますか。
9

・私の話にもよく耳を傾けてくれて利用していた時間の様子も毎回

丁寧に教えてくださいます

・活動の報告がとても丁寧で皆さん優しく、私からも話しやすい

・無理のないように子どもが気分ではない時は、気持ちに寄り添っ

て下さっています

16 定期的に、面談や子育てに関する助言等の支援が行われていますか。

9

・いつも色々教えてくださって勉強になります

17 事業所の職員から共感的に支援をされていると思いますか。

9

・毎回、共感してくださり、ポジティブな意見を

言ってもらえています

・転園を検討した際に、どういった園が向いてい

るかアドバイスをもらえた

18

父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催等により、保護者同士の交流

の機会が設けられるなど、家族への支援がされているか。また、きょうだ

い向けのイベントの開催等により、きょうだい同士の交流の機会が設けら

れるなど、きょうだいへの支援がされていますか。
1 1 4 3

・まだ利用して日が浅いので

・通い始めてまだそんなに長くないのと、子ども

も3歳で小さい為、参加したことがなく分かりませ

ん

・交流会はなかったです

保

護

者

へ

の

説

明

等

パーテーションやホワイトボードで仕切りをつく

り、同時間帯に複数お子様が利用する時間帯におい

ても集中しやすい環境を提供できるよう工夫してい

ます

まずは、お子様が個別対応の中で丁寧に支援プログ

ラムを受ける中で、興味関心をもって取り組める課

題を提供できるようにしています

事業所が公表している支援プログラムについてはよ

り保護者様に内容を把握していただきやすいような

工夫をおこなっていきます

環

境

・

体

制

整

備

適

切

な

支

援

の

提

供

個別支援計画の中で５領域に応じた支援目標を、

個々の状況に合わせて設定しています。また、お子

様本人だけでなく、ご家族様へのサポート、必要に

応じて保育園や幼稚園などの関係機関との連携がで

きる体制を整えています

活動プログラムに関しては、個別支援計画の目標を軸にして、お子

様が楽しく継続的に取り組める支援内容を考えています。また、保

護者様との毎回のフィードバックでいまの課題等についてお伺いし

ています

交流する機会はご利用者様のご要望も含め、なかな

か実現することは難しく感じますが、機会がありま

したらぜひ実現させていきたいと考えています

ご利用を開始する際のご契約時に、契約書や重要事

項説明書の中でご説明しております

事業所名

ご意見を踏まえた対応

お子様の活動に応じた適切な環境を提供していきま

す。また、時間帯の受け入れ人数やパーテーション

を使った活動スペースの確保など工夫していきます

適正な基準人員を満たし運営をおこなっていきます

個別療育を提供している事業所として、お子様一人

一人に適した環境を提供できるよう事業所内で話し

合いをおこなっています

保護者様のニーズを踏まえながら、保護者会や研修

会などの開催を検討していきます

ご送迎を保護者様に毎回ご協力頂いていますので、

お子様の支援だけでなく、支援が終わった後には保

護者様と、毎回支援内容やいまのお困りごとなどに

ついてお話をさせていただいています

ご要望を伺い、家族支援（事業所内面談）のご提案

をさせていただいております

きらりでは「当事者視点」の療育を大事にしてお

り、お子様を中心として一人一人に合わせたかかわ

りを心掛けています

きらりの内部研修を担当している「発達支援研究

所」とも連携し、保護者様に価値のある保護者会の

開催などを今後、企画していきます

保護者等からの事業所評価の集計結果公表



19

こどもや家族からの相談や申入れについて、対応の体制が整備されている

とともに、こどもや保護者に対してそのような場があることについて周

知・説明され、相談や申入れをした際に迅速かつ適切に対応されています

か。
9

・相談するとすぐに面談の日を設けてくれて、

色々丁寧に教えて下さり助かりました

・LINEで面談を簡単に申し込めるなど、配慮され

ている

20
こどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がなされていると

思いますか。
9

・ラインで気軽に連絡させていただけるのがありがたい

・LINEでクリスマスの飾りつけ作りのイベントのお知らせをして

もらい、情報を頂けて有難かったです

21

定期的に通信やホームページ・SNS等で、活動概要や行事予定、連絡体制

等の情報や業務に関する自己評価の結果をこどもや保護者に対して発信さ

れていますか。 8 1

・イベント内容をインスタで見ていて、分かりや

すく発信されていると思います

22 個人情報の取扱いに十分に留意されていると思いますか。

9

23

事業所では、事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュア

ル、感染症対応マニュアル等が策定され、保護者に周知・説明されていま

すか。また、発生を想定した訓練が実施されていますか。 5 4

24
事業所では、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓

練が行われていますか。
4 5

25
事業所より、こどもの安全を確保するための計画について周知される等、

安全の確保が十分に行われた上で支援が行われていると思いますか 。
8 1

26
事故等（怪我等を含む。）が発生した際に、事業所から速やかな連絡や事

故が発生した際の状況等について説明がされていると思いますか。
9

27 こどもは安心感をもって通所していますか 。

9

・先生たちとたくさんお話している様子から、リラックスしている

のを感じる

・子どもは先生全員が大好きで楽しく通えています。活動中と終

わった後もニコニコしていて、安心して通えていると思います

28 こどもは通所を楽しみにしていますか。

9

・毎回、るんるんで通っています

・毎回楽しみにしています。「お勉強いく！」と

はりきって通っています

29 事業所の支援に満足していますか。

9

・色々教え方や声掛けなどの工夫を子供にも親にも教えてくださる

ので親子でとても勉強になります

・1対1で苦手なことをよく見て頂けるのが嬉しい

・とても満足しています。子供のペースに合わせて活動してくださ

るので

非

常

時

等

の

対

応

保

護

者

へ

の

説

明

等

満

足

度

お子様を受け入れるにあたって、まずは安心安全に

通っていただく為、教室内の環境の整備と支援の質

の向上を事業所として可能な限り対応しております

個別療育の良さは、お子様一人一人に丁寧に寄り添

いながら、興味関心を大事にして継続的に取り組み

やすい支援を提供しやすいところにあります。今後

も「当事者視点」の考え方を大事にしていきます

「本人支援」「家族支援」「地域支援」の3つの観

点に合わせた支援を事業所として今後も提供してい

けるよう、さらに事業所としての質の向上を目指し

ていきます

なるべく保護者様がお忙しい中でもご連絡や教室か

らのお知らせが把握しやすいようLINEなどを活用

していきます

HPのブログやインスタグラムを活用し、教室から

の情報を発信しています。イベント時の写真撮影な

ど、いつもご協力いただきありがとうございます。

利用者の個人情報に関しては個別にファイリング

し、事務室のロッカー内に保管。また写真撮影に関

しては個人情報の同意書での署名と適宜確認を行っ

ています

緊急時の避難先についてはご契約時にご説明はして

いますが、定期的にマニュアルの周知や避難訓練の

報告などを発信していきます

月1頻度で、不審者、火災、洪水、地震などについ

ての避難訓練を実施しております。定期的にお子様

にも協力してもらい、避難訓練を実施ています



（別紙５）

こどもサポート教室「きらり」下野校
公表日 　   2026 年 　  2 月    14 日

チェック項目 はい いいえ 工夫している点 課題や改善すべき点

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 ○
個別療育を行っている為、時間帯を区切り受け入れ人数

も調整しながら受け入れを行っています。

平日の夕方の時間帯や土曜日のご利用については、ご希

望が多い時間帯もあるので、安全に配慮しながらがご案

内枠の調整をおこなっています

2
利用定員やこどもの状態等に対して、職員の配置数は適切である

か。
○

適切な基準人員を満たした運営をおこなっています

3

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっている

か。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化

や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。

○
活動中にお子様の注意が外に向かないように、活動ス

ペースにおいてはなるべく掲示物などをなくして必要な

もののみを整理して置くようにしています。

賃貸物件の為、必要に応じて管理会社とも協議しなが

ら、適切な環境面の対応をおこなっていきます

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。ま

た、こども達の活動に合わせた空間となっているか。
○

パーテーションやホワイトボードで仕切りをつくり、同

時間帯に複数お子様が利用する時間帯においても集中し

やすい環境を提供できるよう工夫しています

5
必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認めら

れる環境になっているか 。
○

指導訓練室から離れた場所でクールダウンスペースを確

保しています。扉もある為、一時的に周りの刺激を遮断

する事も可能です

個室の部屋は確保していますが、空調設備がなく時期に

よっては過ごしにくさも課題としてあるので、管理会社

との協議の上、空調設備を整えていきます

6
業務改善を進めるための PDCA サイクル(目標設定と振り返り)に、

広く職員が参画しているか。
○

評価面談や定期的な1on1面談を実施し、それぞれの職員

が抱えている課題や今後も目標について話し合いをおこ

なう機会をつくっています

7
保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設け

ており、その内容を業務改善につなげているか。
○

保護者様から頂いた意見については、事業所内で協議し

た上で、可能な限りご要望に沿う形で対応をしていきま

す

8
職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善に

つなげているか。 
○

事業所の運営については、全職員の意見を汲み取りなが

ら、話し合いを持ちながら意思決定をしています。

9
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげている

か。
○

第三者による外部評価は実施していないが、第三者的な

視点を業務改善に活かすようにする

10
職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で

研修を開催する機会が確保されているか。
○

行政から発信された研修案内などは、可能な限り参加し

ています。また、地域の発達支援センターに事業所側か

ら情報連携の要望を依頼させていただいています

実際の利用者の事例検討会や支援者同士が交流する機会

（外部の方も含め）を、更に増やしていきたいです

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか 。 ○
HP上で公開しています

12

個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者

のニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画を作成

しているか。

○
社内のアセスメントツールを活用し、保護者様からお伺

いした情報をもとに、支援計画の立案をしています。定

期的にアセスメントを実施し、お子様の状態把握に努め

ています

13

児童発達支援計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけ

でなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最

善の利益を考慮した検討が行われているか。 

○
サービス担当者会議の中で、個別支援計画のモニタリン

グの内容と個別支援計画の原案の内容を指導員に共有

し、今後の支援目標について検討しています

14
児童発達支援計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われ

ているか。 
○

定期的な事業所内でのMTGと社内の共有ツールを活用

し、必要な情報はその都度共有し、全員が共通の理解を

もって支援の対応ができるようにしています

15

こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマ

ルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルな

アセスメントを使用する等により確認しているか。

○
社内でのアセスメントツールを活用しお子様一人一人の

状態を確認しています。また、最低でも年に1回はアセス

メントシートを更新し、成長に合わせた情報が把握でき

るようにしています

個別支援計画、アセスメントシート、日々の療育を今以

上に紐づけが出来るような工夫を検討していきます

16

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支

援の提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支

援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえな

がら、こどもの支援に必要な項目が適切に設定され、その上で、具

体的な支援内容が設定されているか。

○

報酬改定後の内容については、社内の担当チームが中心

に会社全体での研修を実施し、今後の方向性を示してき

ました。個別療育を提供している事業所として、よりお

子様一人一人の状況に合わせた支援目標を立て適切な療

育が提供できるよう努めていきます

5領域を網羅した個別支援計画の目標の作成が難しいご利

用者も少なくありません。事業所で提供ができる療育内

容とお子様が必要としている支援の擦り合わせは今後も

検討していく必要があると感じています

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 ○
お子様の支援の担当は基本的にすべての指導員が関わる

ことになっているので、お子様の情報については常に共

有し、支援プラグラムについても協議しています
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18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 ○
出来るようになったら次のステップに移行できる

ようプログラムを考え直している

19
こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児

童発達支援計画を作成し、支援が行われているか。
○

小集団イベントに参加できるお子様には声掛けを

おこなっている

20

支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の

内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行ってい

るか。

○
時間帯によってはお子様の受け入れが続いていたり、研

修などで時間が取れないこともありますが、定期的に全

体MTGを実施し、お子様の情報を共有する場を作ってい

ます

21
支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援

の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。
○

その日の受け入れ状況などの利用で、支援後の確認がで

きない場合があります。その場合、翌日のMTGの場や社

内の共有ツールを使い、情報共有を行っています

22
日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善に

つなげているか。
○

日々の支援記録については、全職員がいつでも確認でき

る状況になっています。課題や方針についての打ち合わ

せは必要に応じて、話し合いの場を設けています

23
定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見直しの必要性

を判断し、適切な見直しを行っているか。
○

個別支援計画の更新と合わせて、モニタリングでを実施

し支援目標の見直しを行っています

24
障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議

に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。
○

担当者会議の場には児童発達支援管理責任者と指導員が

参加し、適切な情報提供が出来るように対応しています

関係機関とのサービス担当者会議の頻度はあまり多く取

れない現状があります。関係機関が今後さらに連携をし

ていく必要性を感じています

25
地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、

教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。
○

地域資源をうまく活用して、包括的にご利用者様の支援

をしていく仕組みづくりは、今後も検討していかなくて

はいけないと感じます。

26

併行利用や移行に向けた支援を行うなど、インクルージョン推進の

観点から支援を行っているか。また、その際、保育所や認定こども

園、幼稚園、特別支援学校(幼稚部)等との間で、支援内容等の情報

共有と相互理解を図っているか。

○

保護者様のご希望を確認し、通園されている幼稚園や保

育園へ訪問し情報共有を行うことができます

27
就学時の移行の際には、小学校や特別支援学校(小学部)との間で、

支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。
○

教育と福祉の連携についてはまだまだ課題を感じること

があります。行政を通して、必要に応じて連携が取れる

関係性づくりを今後も取り組んでいきます

（28～30は、センターのみ回答）

地域の他の児童発達支援センターや障害児通所支援事業所等と連携

を図り、地域全体の質の向上に資する取組等を行っているか。

29
質の向上を図るため、積極的に専門家や専門機関等から助言を受け

たり、職員を外部研修に参加させているか。

30
(自立支援)協議会こども部会や地域の子ども・子育て会議等へ積極

的に参加しているか。

（31は、事業所のみ回答）

地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスー

パーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。

32
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、地域の中で他のこど

もと活動する機会があるか。
○

必要に応じて連携が取れるよう体制づくりを行っていき

ます

33
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や

課題について共通理解を持っているか。
○

34

家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログ

ラム(ペアレント・トレーニング等)や家族等の参加できる研修の機

会や情報提供等を行っているか。

○
きらりの内部研修を担当している「発達支援研究所」と

も連携し、保護者様に価値のある保護者会の開催などを

今後、企画していきます

35
運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を

行っているか。
○

ご利用を開始する際のご契約時に、契約書や重要事項説

明書の中でご説明しております

内容が変更したときには、保護者様へ迅速に周知ができ

るよう心掛けています

36

児童発達支援計画を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊

重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家

族の意向を確認する機会を設けているか 。

○

31 ○

併用しているお子様を通して、市の発達支援センターで

の療育見学や情報連携を行わせていただいています
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37
「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者

から児童発達支援計画の同意を得ているか。
○

個別支援計画の更新に伴い、支援内容の説明と同意を都

度確認しています

38
定期的に、家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応

じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。
○

お子様だけでなく、家族支援の重要性も意識し、必要に

応じて事業所内での面談などを実施しています

39

父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等によ

り、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。ま

た、きょうだい同士で交流する機会を設ける等の支援をしている

か。

○

ご要望をお聞きしながら、今後実施を検討していきたい

と思います

40

こどもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備す

るとともに、こどもや保護者に周知し、相談や申入れがあった場合

に迅速かつ適切に対応しているか。

○
事業所として最大限、お子様や保護者様のご要望を実現

できるよう努めています。また、ご相談がしやすいよう

な雰囲気作りも大事にしています

41

定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することに

より、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に

対して発信しているか。

○
イベントのチラシ等を作成し、教室内に掲示したり、

LINEや直接のお声がけで周知を行っています

定期的なイベントについては、事業所側から積極的に発

信し、参加いただけるようにお声がけもしています

42 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 ○
個人情報に関しては個別にファイリングし、事務室の

ロッカー内に保管。また写真撮影に関しては個人情報の

同意書での署名と適宜確認を行っています

引き続き、職員間でも相互確認をしながら個人情報の取

扱いに注意をしていきます

43
障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮

をしているか。
○

こちらがしたいかかわりを一方的に押し付けるのではな

く、お子様が自身が一番やりやすい情報伝達の方法を大

事にかかわりを持っています

44
事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を

図っているか。
○

必要に応じて検討していきます

45

事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感

染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するととも

に、発生を想定した訓練を実施しているか。

○
毎月、様々な状況を想定した避難訓練を実施していま

す。必要に応じて利用者にも参加頂いています

緊急時の避難先についてはご契約時にご説明はしていま

すが、定期的にマニュアルの周知や避難訓練の報告など

を発信していきます

46
業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備

え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。
○

各種委員会を設置し、委員会での決定事項に基づき定期

的な内部の勉強会や訓練を実施しています

本部の研修チームが主体となって、法定研修や訓練の実

施をおこなっています

47
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認し

ているか。
○

契約時に保護者様から情報を確認しています 必要に応じてかかりつけ医や関係医療機関との連携が取

れるようにしていきます

48
食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応

がされているか。
○

飲食物の提供は基本行わないが、念のためアレルギー等

については事前に確認をとっています

今後も食事の提供などの予定はありませんが、お子様の

情報を確認する意味でも、事業所として把握はしていき

ます

49
安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措

置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。
○

事業所ごとに安全計画を策定し職員間で共有していま

す。また、1年ごとの計画を更新し、事業所内で管理して

います

ヒヤリハット、事故報告書の作成に関しては、職員間で

共有して、必要に応じて対応ができるようにしています

50
こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全

計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。
○

保護者様への周知という部分にまだ課題を感じるため、

どのような手段が適しているかをしっかり事業所内で検

討していきます

51
ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について

検討をしているか。
○

危険を感じたケースがあった場合、速やかに報告書を作

成し、全体への共有と再発防止に役立てています

52
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応を

しているか。
○

虐待防止委員会の方針に沿って、伝達講習や事例検討を

行っています

定期的に具体的な事例を扱い、事業所内での対応につい

て職員間で共通認識を持っていく必要性があると感じま

す

53

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に

決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児

童発達支援計画に記載しているか。

○
契約時の重要事項説明書の中で説明をして確認をいただ

きます。また、個別支援計画の中でも内容について記載

し、更新のタイミングで都度了承をいただきます

新入職員も含め、すべての職員が共通認識の上、身体拘

束の条件などの理解ができるよう今後も対応していきま

す
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